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１．研究計画の概要 
制振構造の実際の損傷限界や安全限界が、

既往手法による予測より遥かに劣る場合が
あり得る。本研究は、このような誤差をもた
らす種々要因の分析に基づき、より高精度の
性能予測法を構築することを目的とする。概
要は、 
（１）様々な架構とダンパーの組合せやバラ
ンスを考慮し、その緻密な解析、微小から大
振幅までを与える実大実験、既存の制振建物
の加振実験を行い、実際の制振性能を明らか
にする。 
（２）上記検討に基づき、架構と各種ダンパ
ーからなる制振構造に関して、設計法、評価
法、解析法を展開すると共に、制振効果を損
なうような種々の問題の解決法も提示する。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）実大の鉄骨柱梁とガセットプレートの
接合部、そして時には床スラブも含めた試験
体多数を用いてパラメトリックな実験を行
なった。それにより、様々な接合部仕様が制
振構造接合部の力学的挙動に及ぼす影響を
検討した。また、得られた知見から日本建築
学会鋼構造接合部設計指針における設計法
の問題点を抽出し、制振構造におけるガセッ
トプレートの設計方法の提案を行った。 
（２）上記の接合部について、詳細な有限要
素解析や、手計算による簡易解析を展開し、
また、それをもとに、制振構造全体の実務的
で正確な解析手法の検討を行った。この手法
を、5 層実大制振構造の実験結果を用いて検
証した。 

（３）建物の水平面内に剛性が偏在して捩れ
振動が伴い易い偏心建物の応答抑制のため、
各種ダンパーの効果的な配置法や応答予測
法を検討した。また、3 次元木質架構とダン
パーからなる実大試験体の振動台実験によ
り、それらを検証した。 
（４）架構がバイリニア型、スリップ型それ
ぞれの弾塑性特性を示す場合を対象とし、多
層の架構が塑性化した際の特定層への変形
集中による危険性を解析により把握した。ま
た、架構の塑性化による制振構造全体の剛性
の減少、等価減衰の増加を考慮しながら、目
標層間変形における各層の等価剛性を理想
的な分布にするよう制振部材の設定をする
と、層間変形もほぼ各層均一になることを発
見した。そこから層間変形をほぼ各層均一に
目標層間変形角に導ける制振設計法を開発
した。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
本科研費により、この 3 年間で、これまで

にないユニークな実験を、様々できたことが
主な理由である。また、本研究と並行して、
実大の 5 層制振建物を、世界最大の
E-Defense 震動台により実験する機会ができ、
これまでにない膨大な量のデータを得たこ
とも理由である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
実務の現状では、制振構造の骨組みの実際

の特性が十分に把握されていないことが、真



の制振性能の予測を困難にしている。よって、
本研究の前半では骨組特性を詳細に把握す
るための諸々の検討を行い、その結果により
後半で理論の更なる展開を行う。 

なお、「効く制振」のためには、層間変形
を各部材の変形として吸収させず、ダンパー
変形としてしっかり伝達させること、そして、
ダンパーに極力多くの力を集めることが肝
要である。そのため、部材強度のみに基づく
ような従来の設計の考え方は有効ではなく、
各部材の変形と荷重の分担、ひいては剛性の
バランスを設定するという、新しい考え方を
導入しなければならない。これを完成させる
とともに、現場の技術者の意識改革を促すよ
うな努力、例えば講習会や制振シンポジウム
の開催、および設計指針・マニュアルの作成
と発行を行っていきたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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